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論　　文　　の　　要　　旨

　放射線による遺伝的変化などの生物効果は生体に含まれる元素の内殻吸収端エネルギー付近で大

きく変化する。これらの機構を明らかにするには，内殻吸収によりエネルギー付与を受けた分子がヨ

反応し、生物効果をもたらす機構を知る必要がある。本研究はヨその端諸となる内殻吸収した分子

の特異な分子変化を明らかにした。

　線源にはヨ連続的に有効な強度のX線を提供する放射光（高エネルギー物理学研究所）をK殻吸

収端付近で半値幅数eVに単色化した軟X線が用いられた。照射による分子の分解物はクロマトグラ

フィーにより分析された。試料には、クロマトグラフィーより知った分解物からヲ逆にライオウK

殻吸収に始まる結合切断位置を読み取れるシスタチオニンが選ばれた。シスタチ才ニンはヨその吸

収スペクトルを測定したのちヨイオウK殻吸収極大（2472eV）軟X線により照射された。一方対照

として極大から低エネルギーに外した（2蛾eV）軟X線により照射され事両者の分解物が比較分析

された。

　その結果ヨ両者それぞれの照射により争いずれも、シスタチオニンの残存量は線量に従い指数関

数的に減少した。K殻吸収極大光照射による減少率はK吸収極大をはずした照射によるそれよりも

著しく大きかった。反応生成物は単純に予測した物質もそれら以外の分子種もいずれも線量に比例

して生成した。しかしラ生成比は線質ならびに生成物により異なった。特に，内殻吸収したイオウ
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と接したS－C結合の切断で生じるアミノ酪酸生成効率は吸収極大で低エネノレギー側の3倍である

が。イオウから離れたC－C結合の切断で生じるグリシン生成効率は両者にほとんど差はなかった。

S－C緕合かC－C結合のどちらの切断でも生じるアラニン生成効率は吸収極大でアミノ酪酸に準

じた生成をみた。アラニンがC－C結合の切断で生じるメチオニンを照射すると雪両者とも生成は

みられなかった。シスタチ才ニンは含有するイオウのK殻吸収極大軟X線照射により含有イオウ特

有なS－C結合の切断反応を特異的に起こした。さらに雪この特異反応に検討を加えヨシスタチオ

ニン1リン酸境混合物に対するリン内殻吸収（2153eV）により放出される電子によっては起こらな

いことを確め雪この特異反応はイオウ原子自身の多価電離に起因すると考えている。

審　　査　　の　　要　　旨

　内殻吸収した分子の特異な分子変化を明らかにするためにヲ放射光を巧みに利用し。新しい測定

系を組み上げるひとかたならぬ努力のうえにラ分解物から切断位置を読み取れるシスタチオニンを

試料物質に取り上げたことは極めて優れた着眼であった。結果として争収率に基づき，シスタチオ

ニンは含有するイオウK殻吸収極大軟X線照射により含有イオウ特有なS－C結合の切断反応を特

異的に起こすことを見出した。このことは害放射線による生物現象に限らず多くの反応過程の解析

に害内殻吸収に基づく特異な分子変化を用い得る端緒を開いた点で、高く評価できる。

　よって雰著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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